


「巨電中国の光 と影J

中国黒ltgと省呼師新紅卸飲有娘公司

元高級顧問 稽 坂 邦 光 (32学金)

前号の第六話で 中 国人社会における最大のタブーは 他 人に弱みを見せることである

と述本たが そ れを実会での行動で説明したい。

第七語 中 国人の要会でのグブー

タブーの第 1  マ イペースで飲んではいけない

日本人は掌会で自分の蚕の酒が無くなっているのに 隣 席の人がそれに気が付かなかっ

たりすると つ い手酌で酒をつぐ場合があるが こ れは中国では御法度である 飲 む場合

は必ず離かと乾杯をして酒を空にする。日と目を見交わせながら鋲むのが中国流軍会の基

本である。

最も理想的なの1ま 全 員と乾杯するという方法である 自 分の右隣の人から一人ずつ能

杯するのである。といつて  ヽ一 緒にグラスを持ち上げて訪係するのではない。自分の右

隣の人からひとりずつ乾杯して全員と紫み交わすのである

を杯の時には 「貴殿の健藻と家族の寮栄を祈るJと か 「会社の業機が更に向上すること

を期待する」といつたそれらしい理由をつけて飲み変わすのである。そうすると 次 に右

隣の人が同様に同じようなことを言って乾杯する。更にその次の人が乾杯 していくことに

なる

当然のことながら 全 員が '出席者人数マイナスlJの 回数だけ乾杯することになる

なるぺく全員が同量の酒を飲むというのが中国流の要会の重要な作法である。

タブーの第 2  絶 対に酒に酔っ払ってはいけない

中国人の要会では と にかくありとあらゆる日実を使って酒を飲まされる。 しかし ど

れだけ酒を飲まされても 酔 った様子を表に出してはならない。宴会の場において酔うよ

うな人間は信頼できないと思われる。宴会がお開さになるまでシャンとしていなくてはな

らない F,ら  た とえ酒の場であっても 媒 張をほぐさず 最 後まで厳れない人こそが

中国の社会では尊敬されるのである。

だから う っかり気を緩めて泥酔しようものなら 中 国では三度と宴会に呼ばれること

はない 日 本人からすれば 信 しられないことだが 掌 会の場において酔うような人間は

信頼できないと思われている。

日本人の場合は こ れと正反対である。いくら飲んでも羽目を外さない人は 「薄気味悪

いJと お、 「腹を宮1つてくれないJと の理由で評価が下がる そ して酔つて醜態をさらした

人間のにうが 何 となく信頼できると思うのである。

タブーの第 3  宴 会で真面目な話をしてはならない

掌会で政治の話などはもつての他である 同 じようなことは 欧 米のパーティーでも言

われることだが 中 国の場合とはかなリニュアンスが連う 欧 米の場合は 思 想 信 集が

選う人がいると 議 論になってしまい 場 が自けるから政治の話や 宗 数の話はするなと

いう意味である

だJl 中 国の場合 も し政治批判の話が飛び出した場合 そ れを開かされる側は窮地に

陥つてしまう。宴会の場で酔った勢いで 政治批削の発言をした人間がいるとどうなるか



発言をした人間fま勿路 言 質をとられたことで弱みを握られるわけだが そ れを黙って問

いていたというのも同寡とみなされる。中国社会の常践では黙つていたのは 衰 成のnt鶴

になるからである

かといって その男に対して反論を仕掛けるのも ま た愚の骨IRである。反路をすれば

その発言によつて ま た言質を取られる 中 国人は言質を取られるのを 極 端に柄れる。

他人から攻撃された場合 督 質を取られていると逃げ場がなくなるからである

だから 狭 い部屋の中で行われる空会においては 絶 対に疎治の活をしてはいけない

吉の中国の飲み屋には f政 治の言するべからすサという張り紙かしてあったそうで と に

かく く だらない話だけをするのが宴会でのルールなのである

しかも そ ういう馬庭leは必ず大声で話す。小声で醸の人と結すのは 何 か企みごとを

しているのではないかと躍われるし 無 4Lだと言われる。そして た ちまら 「嗣杯Jの 声

がかかって 酒 を飲まされることになる

中国のレストランの騒々しさに 多 くの日本人は離易するが こ れも 絞 等が周囲の人

たちに g分 がいかにこさなさ人間であるかを PIlし ているからに他ならない

第八活 中 国かますます水くなる

「中国が供くなるJと 言つたら驚かれるであろう そ んなはすのないことが い ま越こ

りつつある

近年 中国では変週網が飛躍的に拡大し 便利になった と くに高速道路縛の発展には

目を■張るものがある。いまや 総 廷完握ほで米国について世界第二位の高速道磨相が発

展しており か つてと比欲にならない時間で 中 国のどこにでも行けるようになったと言

える マ イカージームの昨今 Jヒダにいて中国各地

から入京したカーナン本―を猪見すると r中 国が狭

くなつたJと 感しられる

注目すべきは 2104年 4月 18日零時を期して

第五次鉄道のスピー ドアンプの率が切つて落とされ

たことである 大 量輸送手段は な んといつても鉄

適である 今 後 こ の 「時間的近さJを感じる人は

ますます多くなることだろう。

鉄道のスピー ドアップは 経 済発展を大いに関係

がある。日本の新幹線も 高 度成長期に擢生した

200“年第一四半期の中口のCIjIは ,7%成 長と

なった 今 や中国は 実 官世界一の高伐民を選1すて

いるといつてもよい。モノ t卜 の移動もより早く

より遺くへということになる 今 回のスピー トアッ

プは そ うした時代の要船に応えたものである

中国人の手による初の厳道が瞬通したのは 1881

年の唐山一石各荘間である そ れから 122年 後の

2003年に 上海でリニアモーターカが開通し 2008

年の北京オリンピックの開催前後には 北 末―上海
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FR3を高速鉄道 (日本の新幹線に相当)が 走ることになっていることなど 中 国は本格的な

鉄道高出 ヒの時代を迎えつつある。

今回のスピー ドアンプは 鉄 道高速化時代の墓強つくり的吉味がある ジ ェト●北京セ

ンターの報告によると そ の内客は次のごとくなっている。

1 幹 線鉄道の一部区間での時速 200駈 化

2 ス ピー ドアンプの総延長距離は 16500■ h(3000る ぃ増)

うち Hキ速 160臨 以上が 7,700余 【R(6400る n余 増)

3 旅 客列車平IS速度を 時 遠 657駈  (直通特急同 1192駈  特 急同 928る ■)に す

る

4 北 京から上海 南 京 合 肥 杭 州 武 昌 ハ ルビン 南 昌までの直通特急走行時間

の2時 間als。

例泌ま北京―上海PPFは 14時 間から11時 間 53分 ヘ

北京―/ ルヽピン関は 12時 間29分 から10時 間 30分 へ短縮

9ヒ貰―上耀閥は 全長 l alo的、 ェ事総額は 230億 ドルで ヽイン フ ランス

日本が受注を争つている)

このはか 発 着時刻も配慮され 長 距雛列車はすべて 発 革時刻が 1,時 ～23時 の間に

なり 到 若が翌朝のう時～10時 の間になるよう調整されていて こ れまで以上にビジネス

にも 観 光にも H争問が有効に使えるようになった。

加えて 新 車両の投入 増 加 直 通特急走行路線の拡大などによつて ス ピー ドアンプ

は文えられている。更に 半 年前おヽら切符が予約出来 切 符購入後の時間変更も補来化さ

れ 利 用客本位の姿勢も全面に伸し出されている

今回のスピードアンブは 利 用客の便宜のためばかりではない 重 要都市関の移動時間

の短縮は 大 きな経済的波及効果が獅特できる。具体的には 一 日経済圏が拡大すること

になる

中国には主要都市の周辺に 本 ットタゥンというものはない。これは遠海隣通勤がない

ということである ・Frどの人が職場の近くに住んでおり 遠 くても無理すれば自転草で逓

勤できる距態が通勤騒になつているといつてよい

北京では 風 物詩でもあった自転草遠勤は 近 年大分滋つた。適勤は/ スヽや地下携 最

近ではマイカー通動も増えてきた 経 済成長は 都 市を肥大化させる 鉄 道のスピー ドア

ップが進み か つ鉄道利用が便利になれば 通 勧園が拡大すると期待できる。

人の流れは物流を生み 物 流は新しい産業やビジネスチャンスを生も,こ うして 近 い

将来 一時間経済圏が確立すれば 都市の価値観や生活パターンが周辺都市に持ち込まれ

さらにその周辺へと都市圏が拡大することになる

これまで述べてきたことが 今 回の鉄道の高速化によつて す ぐ実現するかといえば

やや時間がかかる 今 回のスピードアップがもたらす経済と社会の変化を 先 取りしてみ

たわけである。

中国は経済大国であり ま た 鉄 道大国である 第 王次鉄道スピー ドアンプは 「中国を

ますます狭くする」大きなステンプと言えるであろう。
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親睦を中心に囲碁を楽しんでいる囲率会から ① 第 30回記念懇親囲碁大会 0005年 度
年間成績 ① 今後の予定 に ついてご報告します
年 4回 挙会を開催しています 囲率を茶しみたい方はどなたでもお気軽にご動 口ください

1 第 30回 記念懇親囲碁大会
200う年 11月東京 神 奈力に新工からの参加 総 第 16人で縮親碁会が行われました
記念大会であリビール フ インなどが用意され 盤 内外で熱戦が繰り広げられました。
成績は次の通りで 糊 」企画の記含品や特別英もあり麦彩式は大いに盛り上がりました

優勝 :佐藤隆義七段 準 優勝 i兼子人郎三段 3位 i小室秋生四段 敢 間 ,穂坂邦光初段

2 2005年 度年間成績

勝宰 1位  勝 歎 1位

勝率 2位

勝寧 3位

勝数 2位

勝数 3位

佐藤隆窮七段 (勝率OBO 勝 数 10)

山下正明六段 石 川英三二段 (勝 率 07う )
森俊和六段  (勝 率 066)

II H英二二段 (勝歎 9)

森俊和六段  商 僑幸綾三段 幸 道貞―初段 (勝銭 8)

a 今 後の予定 (会場などの都合により変更する場合もあります )

第 32回 6月 3日 (土)会 場 斜 需中央公民館 予 定

8～10月頃 千 葉県支部創立う0周年記念行事として 房 補地方で一治の碁会を予定

ゴルフ会の案内

―～同窓会ヨルクを 気 軽に 楽 しく 健 康に～～

今年は 今 までの′ヽンディキャップを御破算にしまして 再 スタートとします ま た
倉」立記念杯など 楽 しい催しを予定していますので 参加をお待ちしていま丸

◇ 察のすルフヨン末を楽しみましょう1

くヨース>成 田フェアフィール ドJル ククラブ
く同 時 >4月 14日 (金) 集 合 8:40
(費  用 >斉10,400(舞用カー ト セ ッレ7プ レー)十 会費晋2000(ノ 一`ティ 賞 品)

◇ 今後のスクジェール

7月 21日 (金) 千 葉県支部創立 50周年を記念してのヨンペとしま'■

10月 20日 (金) 会 友 (あやめ会)と の合同ヨン末を行います。

〒2900011 市 原市能満 1る0854

■ 1 & F a x  0 4 3 6  7 1  0 0 7 7

]naJ ttrashilaraha8。 コX2tL■ 距 Jp
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第 52回 宝 跡  万 歩 全 (― 泊 ′ヽ ス 旅 行 )の ご 案 内

安跡 万 4f会 高 橋清 に 溶業一

末年は千葉県支部 50周 年の記念行事として 史 財 万歩会単独で一泊の″`ス旅行を計画

いたしました 高 泉につかり親睦を深めたいと思いま汽 合つて参加下さるようと案内申

し上げまえ

期  日ヽ

2

3

4

平成 18年 ,月 0日 (木) 7ヽ日 (金〉 雨 天笑滝
集合4B所と時菊 フ ●―ラ石格前 (下日'Ha) 媒 合 ,時 50分 ●時出発〉

負の信 「まるみつJ  茨 城県北茨城市平潟町 235 L029460569信 お 先

行 程

7月 6日 (利  西 恰橋一京葉幕眼IC―東閣束道綱来IC一日遣51号一常磐道水声 大 洗le一

北茨城IC一旅靖若(12時頃 昼欝一工称岬公田(六ね性)‐天心記企業術幅(岡な天心 横山大

観など紹介)―FF億(16時頃)一人裕床憩‐夕食(18“学より)

7月 ,日 (令) 朝 食(1時)一旅は発(31キ)一三姉公田一憤屋埼灯台→旅億(昼食13時頃出発)―

常磐道化茨城IC‐大流IC‐日遼51号―来関東道潮来【C‐京業幕張IC‐西船揺者(17時頃)

5 摩 加縛  14000日 (1泊4食付)

6 0し 込み 同 封の葉奪でお中し込みください。定虫(50名)になり次第締め切らせて

頂きます お 早めにお申し込みください。

7 集 合場所 ウ スヽ乗隆場所〕

フ ロー ラ百ぬ前

西措勝駅南口を出て終武線おいの

道を約 150m市 川方面に行き左折

して 110m 次 の十年路を有

コF方寛 ■3台 ,寛斤台■ヒ誉ク,a&空 事

平成 18年新年会は 会 場の送迎本スを利用して千葉から外房まで足をのばして 1月 9

,(月)に小湊温泉のホテル 「吉夢Jに て行われました 当 日は 2日 前に降つた雪が残り

予定を変更して勝浦の研市(遠見岬神社をお庫)を見物してからホテルに入り 入裕組(10る)

と延生キ森拝組(2S名)こ〕1れて行動後 12 at aO分に集合して新年会が行われました

懸観会は綸山支部長 七 五三(シメ)会友代表の侯伊 後 所顧間の乾杯で始まり俳句会

囲態会 ゴ ルフ全 史 弥 万 歩会の表影と活動観街 計 画の発表か行われました

懸絞のを中で 関 され〈会員)木 内さん(全友〉 座司さん〈全員)鈴 木さん(会友)から近

況報告など沢山のお話を頂き 引 き縦き着手全R3名 の自己紹介があり磨上りました

お活も入り全員で多賀工専獲駄 茨 妓大学陵転 ■ 津寮索転 ■ 洋若tlB承  佐 原高第

2 ru援歓を欧い 原 口顧間の手森めて盛況樫 =開全となりました

本竿は千葉県文部のう0周年ということで その羅念行事のスター トに植応しい新学会を

出席された方々のご協力で私り行うことができ態輔いたします

(担当 国 支部長 高橋 企 画 山形)

11
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会員た よ り
ⅢⅢ

昭 16専惰 煉 田 正 夫  “そとぼう
"で

問備の第 32回緒会 第 6回 ′(ス旅行(母校訪田)

参加させて戴き有り難うございました.履 痛 脚 輛のため長距離

の歩行は困難ですが本ス利用の様ですので 今 回のホテル F吉夢』

の新年会 神 野キ艇生キの姿拝も是非参加させてください

じg19専 機 山 口 泰 離 創 設 50周年記念として企画委員会を設け記念事業(例 範 念誘

記念品等)行事を計画しては如何です力、

昭22専機 関  技 治  私 は誕生寺も鬱押 したいし ま た入浴も希望まし庄く そ の為宴

会を2毒過ざ頃中座させて頂きたく失札をお許し願い度く

昭22専機 高 に 和 夫 本 ツコンのメール週ほの勉張 しています デシカメ写真の送信も

覧えられました 腰 篇め治療中で遠由が出来ません 皆 さんのど

盛会をお祈りします

U召22専通 ヤ 道 自
―

 新 年会は任年楽 しみにしています。来年も元気で淳加 したいと願

っています

F222専 命 明 石 f口夫 家 内がグループ ホ ームに入り 少 しゆとり小てきました 元 気

な中に精,あ ちこちの会合に鯨を出すつもりです

確24専楠 付 " 董   色 々とまとめて下さり旗に有薙うごさいます ご協力出来ず続ま

ない次第です

昭25尊原 小 拒r 宰   最 近体調が勝れませんので 失 ILします (引 き検いての役員=

者労きまです 査 しくお願いします )

昭 26専捕 長 谷川宏佑 申 し訳ありません 郁 合悪く疹加出来ません 皆 オlRによろしく

お伝え下さいます様

3ヨ31半電 原 浮 宏 殺 ご 者労様です 段 念ですか参加出来ませんが 頼 披つて下さい

E寓33短 機 安 木 llI二 10月 より体調不Rの 為遁院中 1月 一杯かかります 新 年度め

監事の務め無理かも知れません 申 し訳ありません

昭34■電 荷 崎 率 雛 日 碁をおやりになっている方 初 心者詠迎高段者までの規睦暮会

を3″月毎に開催しております お 気怪にご参加ください

昭37字電 性 蘇 集 - 40学 金 望 月 IF雄 さんが多加されま汽 又動 さんの後輩も3

名申し込まれるとのことです

o3m掌 畿 高 亮 8彦  常 動のため 都 合がつかず 欠 席いたします

0召38半電 高 法 陸 司 大 変お11詣になります 盛 会となることを祈念 してお ります
(「

平成 13年新年全出ム返事に■殻された近況尊による

朴  報

昭 23数 段 金 澤 幸
―

榛   平 成 17年 1月 10日逝芸 され ま した

連んてご宴題をみfり 0し ,すまi

Ⅲl



平成1,年度今年会宝納入者氏名
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 このページには「支部役員・役割・連絡一覧表」が掲載

されていましたが、個人情報保護のため archive からは削除

しました。 

 元の記事を確認したい方は shibukanji@mbn.nifty.com 

へ連絡してください。 
 




